
























A study of the Inscription on Setuu Kameyama’s Tombstone
－ Memories of Setuu Kameyama’s Personality and Achievements
in the Inscription on His Tombstone －
Tomoko NAKASIMA，Hiroko NAKAJIMA
　
　Kameyama Unpei (1822-1900) worked to build the political and ideological foundation 
of Japan as well as Harima area from the end of the Edo era to the Meiji era.  A man of 
virtue, he was called Saint Harima
 Before the Meiji restoration, he was a great scholar and a statesman of the Himeji clan. He 
served his masters faithfully to save the Himeji clan and its people in a strife-torn age. In 
his later life, after the Meiji restoration, he became a great educator with approximately 3,000 
followers.  
　His tomb is in Keifukuji temple in Himeji. This paper examines the inscription of the 
tomb, and consider his personality and achievements.
Key words ：Setuu Kameyama’s tomb, statesmen of the Himeji clan, educator, 















































































































































































































































































































































































　　明治三十六年五月                                                            
正五位勲五等南摩綱紀撰し並びに書す
　時に年八十有一
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亀
山
雲
平
と
藩
主
の
関
わ
り
 年
表
西
暦
年
号
仕
え
た
藩
主
存
命
期
間
相
続
年
齢
年
齢
事
　
　
跡
中
島
家
と
の
関
係
社
会
情
勢
18
22
文
政
５
年
４
代
酒
井
忠
実
17
79
～
18
48
享
年
70
歳
35
歳
９
月
30
日
18
14
年
兄
の
隠
居
後
、
家
督
を
継
ぎ
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
藩
政
を
執
っ
た
1
１
月
20
日
　
姫
路
藩
士
亀
山
百
之
の
次
男
と
し
て
姫
路
に
誕
生
18
25
文
政
８
年
4
異
国
船
打
払
令
10
父
百
之
死
亡
　
兄
剛
毅
と
母
を
孝
養
18
32
天
保
３
年
11
姫
路
藩
校
　
好
古
堂
で
藩
儒
　
角
田
心
臓
に
つ
い
て
学
ぶ
18
35
天
保
６
年
５
代
酒
井
 忠
学
た
だ
の
り
18
08
～
18
44
享
年
37
歳
28
歳
４
月
27
日
３
代
目
姫
路
藩
主
酒
井
忠
道
の
八
男
と
し
て
生
ま
れ
、
叔
父
で
４
代
藩
主
の
酒
井
忠
実
の
養
嗣
子
と
な
り
、
第
５
代
姫
路
藩
主
と
な
る
。
14
18
37
天
保
８
年
16
大
塩
平
八
郎
の
乱
18
39
天
保
10
年
18
４
月
16
日
　
偶
日
方
句
続
手
伝
い
を
拝
命
蕃
社
の
獄
７
月
５
日
　
上
記
本
役
を
拝
命
　
藩
学
の
授
読
18
41
天
保
12
年
20
書
物
預
役
兼
務
を
拝
命
天
保
の
改
革
18
42
天
保
13
年
21
８
月
　
好
古
寮
肝
煎
を
拝
命
18
43
天
保
14
年
22
２
月
26
日
　
指
南
手
伝
い
を
拝
命
９
月
30
日
　
兄
剛
毅
病
没
。
亀
山
家
を
継
ぐ
11
月
　
焼
火
番
を
拝
命
12
月
23
日
　
書
物
預
役
を
免
ぜ
ら
れ
る
18
44
弘
化
元
年
６
代
酒
井
 忠
宝
た
だ
と
み
緝
光
公
18
29
～
18
53
享
年
25
歳
16
歳
12
月
27
日
４
代
目
姫
路
藩
主
の
酒
井
忠
実
の
孫
で
あ
る
が
、
本
家
に
男
子
が
い
な
い
た
め
、
叔
父
忠
学
の
婿
養
嗣
子
と
な
り
、
忠
学
の
死
去
に
伴
い
、
18
44
年
（
12
月
27
日
）（
弘
化
元
年
）、
16
歳
で
6代
目
藩
主
と
な
る
。
23
忠
宝
に
仕
え
る
25
９
月
22
日
　
好
古
寮
肝
煎
を
免
ぜ
ら
れ
る
18
46
弘
化
３
年
12
月
６
日
　
好
古
堂
助
教
授
と
な
る
18
50
嘉
永
3年
29
抜
擢
さ
れ
江
戸
昌
平
坂
学
問
所
に
寄
宿
す
る
18
51
嘉
永
４
年
30
江
戸
昌
平
坂
学
問
所
に
入
り
、
日
本
有
数
の
大
学
者
佐
藤
一
斎
の
教
え
を
受
け
る
18
53
嘉
永
６
年
７
代
酒
井
 忠
顕
た
だ
て
る
顕
徳
公
18
36
～
18
60
 
享
年
25
歳
18
歳
10
月
25
日
４
代
藩
主
酒
井
忠
実
の
孫
に
あ
た
る
。
三
河
田
原
藩
か
ら
姫
路
藩
に
養
子
入
り
し
、
酒
井
忠
宝
の
婿
養
子
と
な
り
、
相
続
し
た
。
32
精
神
を
奮
い
立
た
せ
て
政
を
行
う
、
功
績
は
顕
著
、
若
い
君
主
を
教
え
導
く
ペリ
ー浦
賀来
航（
６月
３日
）
２
月
26
日
　
昌
平
坂
学
問
所
書
生
寮
詩
文
掛
を
拝
命
６
月
８
日
　
中
小
姓
を
拝
命
12
月
１
日
　
昌
平
坂
学
問
所
を
退
学
18
55
安
政
２
年
34
６
月
１
日
　
藩
校
　
好
古
堂
の
教
授
と
な
る
18
56
安
政
３
年
35
７
月
11
日
　
江
戸
在
番
を
拝
命
18
58
安
政
５
年
37
在
姫
路
　
母
と
妻
病
状
悪
化
　
死
去
？
安
政
の
大
獄
18
60
万
延
元
年
８
代
酒
井
 忠
績
た
だ
し
げ
閑
亭
公
18
27
～
18
95
享
年
69
歳
34
歳
12
月
9日
忠
績
は
分
家
旗
本
50
00
石
の
酒
井
忠
誨
の
長
男
で
あ
る
が
、
姫
路
藩
主
酒
井
忠
顕
に
子
が
な
い
た
め
、
忠
顕
、
没
後
、
養
子
と
な
り
34
歳
で
相
続
す
る
。
 1
88
9年
（
明
治
21
年
） ：
男
爵
（
3月
2日
） 
39
桜
田
門
外
の
変
節宇亀山先生墓碑銘に関する一考察　―墓碑銘から読む亀山雲平の業績と人柄―
－65－
18
61
文
久
元
年
40
11
月
5日
　
藩
主
よ
り
抜
擢
さ
れ
大
観
察
兼
教
授
の
大
役
に
就
任
、
大
目
付
を
拝
命
、
俸
禄
17
0石
18
62
文
久
２
年
文
久
２
年
35
歳
（
18
62
年
）、
５
月
、
忠
績
は
幕
命
に
よ
り
上
洛
し
、
京
都
所
司
代
臨
時
代
行
し
た
。安
政
の
大
獄
・
井
伊
直
弼
が
暗
殺
さ
れ
た
後
、
朝
廷
が
当
時
の
就
任
者
酒
井
忠
義
（
小
浜
藩
主
）
の
罷
免
を
要
求
し
、
後
任
の
大
坂
城
代
松
平
宗
秀
も
、
井
伊
直
弼
の
信
任
が
厚
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
任
命
さ
れ
ず
、
京
都
守
衛
と
京
都
所
司
代
（
江
戸
時
代
に
京
都
の
治
安
維
持
の
任
務
に
あ
た
っ
た
役
職
）
の
臨
時
代
行
の
特
命
を
帯
び
て
入
京
。
臨
時
代
行
を
約
４
ヶ
月
間
務
め
た
。
41
坂
下
門
外
の
変
（
１
月
）
生
麦
事
件（
８
月
）
18
63
文
久
３
年
 京
都
市
中
警
備
の
功
績
に
よ
り
、
36
歳
で
老
中
首
座
と
な
る
。
老
中
就
任
後
は
兵
庫
開
港
を
め
ぐ
っ
て
朝
廷
対
策
に
奔
走
し
た
。
家
茂
の
上
洛
決
定
後
、
御
三
家
の
徳
川
慶
篤
、
忍
侯
の
松
平
下
総
守
と
と
も
に
江
戸
留
守
居
役
を
命
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
第
2
次
長
州
征
伐
の
事
後
処
理
、
幕
府
軍
の
西
洋
式
軍
制
の
導
入
な
ど
、
幕
政
改
革
に
尽
力
し
た
。
42
薩
英
戦
争（
７
月
）
（
11
月
に
和
議
）
18
64
元
治
元
年
一
年
後
の
18
64
年
（
元
治
元
年
）
に
老
中
を
退
い
た
43
長
州
征
伐
・
第
1回
、
姫
路
藩
甲
子
の
獄
（
12
月
26
日
）
18
65
慶
応
元
年
大
老
に
昇
進
44
藩
に
あ
っ
て
政
治
を
補
佐
長
州
征
伐
・
第
2回
18
67
慶
応
３
年
９
代
酒
井
 忠
惇
た
だ
と
う
楽
堂
公
18
39
～
19
07
　
享
年
69
歳
10
月
４
日
29
歳
２
月
28
日
2月
28
日
兄
忠
績
の
隠
居
姫
路
藩
分
家
幕
臣
五
千
石
御
小
姓
組
番
頭
酒
井
安
房
守
忠
誨
の
四
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
文
久
元
年
（
18
61
年
）
12
月
幕
臣
五
千
五
百
石
寄
合
席
酒
井
求
次
郎
忠
夏
の
養
子
と
な
り
、
24
歳
で
文
久
3年
（
18
63
年
）
10
月
4日
家
督
を
相
続
。
元
治
元
年
（
18
64
年
）
実
兄
で
姫
路
藩
主
の
酒
井
忠
績
の
養
子
と
な
り
、
慶
応
3年
（
18
67
年
）
2月
28
日
兄
忠
績
の
隠
居
に
よ
り
28
歳
で
姫
路
藩
主
と
な
り
、
実
名
を
忠
惇
に
改
め
る
。
同
年
3月
2
日
雅
楽
頭
に
任
じ
ら
れ
、
同
年
12
月
30
日
老
中
に
任
命
さ
れ
る
。
将
軍
・
徳
川
慶
喜
に
従
っ
て
あ
く
ま
で
佐
幕
派
の
立
場
を
貫
い
て
江
戸
ま
で
赴
い
た
た
め
、
姫
路
藩
は
朝
敵
の
対
象
と
な
っ
た
。
慶
応
4年
（
18
68
年
）
2月
5日
老
中
を
罷
免
さ
れ
、
同
年
3月
7日
官
位
を
剥
奪
さ
れ
、
入
京
を
禁
止
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
18
68
年
5月
2日
、
忠
惇
は
強
制
隠
居
と
な
り
、
5月
20
日
隠
居
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
た
。
明
治
元
年
（
18
68
年
）
12
月
12
日
駿
府
の
徳
川
亀
之
助
へ
預
け
と
な
り
、
明
治
2年
（
18
69
年
）
9月
28
日
蟄
居
預
か
り
を
解
か
れ
る
。
明
治
4年
（
18
71
年
）
2月
3日
実
兄
忠
績
と
と
も
に
静
岡
藩
士
族
酒
井
録
四
郎
忠
恕
（
忠
績
の
実
弟
で
、
忠
惇
の
実
兄
）方
へ
終
身
同
居
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。明
治
40
年（
19
07
年
）
11
月
11
日
正
三
位
に
叙
さ
れ
、
同
日
69
歳
で
死
去
。
46
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
の
大
号
令
中島　友子，中嶋　裕子 
－66－
18
68
明
治
元
年
10
代
酒
井
 忠
邦
た
だ
く
に
裕
齋
公
18
54
～
18
79
享
年
26
歳
５
月
２
日
15
歳
播
磨
姫
路
藩
の
第
10
代
最
後
の
藩
主
。
18
68
年
５
月
２
日
、
忠
惇
は
強
制
隠
居
と
な
っ
て
一
族
の
忠
邦
が
15
歳
で
後
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
忠
邦
は
新
政
府
に
与
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
新
政
府
に
対
し
て
15
万
両
の
献
金
や
旧
幕
府
派
の
家
臣
の
大
量
処
分
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、
版
籍
奉
還
に
よ
り
藩
知
事
と
な
り
、
18
71
年
７
月
14
日
の
廃
藩
置
県
で
免
官
さ
れ
た
。
18
79
年
３
月
25
日
、
26
歳
で
死
去
。
47
１
月
13
日
　
備
前
軍
使
応
接
役
を
拝
命
　
　
大
観
察
と
し
て
備
前
軍
と
の
交
渉
係
鳥羽
伏見
の戦
（1
月3
日～
1月
6日
）
１
月
17
日
　
朝
廷
の
命
を
受
け
た
備
前
軍
が
間
近
に
迫
り
　
姫
路
城
明
け
渡
し
５
月
13
日
　
失
脚
６
月
14
日
　
絵
図
文
御
番
を
拝
命
戊
辰
の
獄
（
12
日
）
８
月
　
役
職
を
辞
す
9月
8日
　
明
治
に
改
元
18
69
明
治
２
年
48
３
月
　
総
社
門
御
番
方
を
拝
命
藩
籍
奉
還
10
月
１
日
　
名
を
雲
平
と
改
め
る
（
？
）
18
71
明
治
４
年
50
長
男
亨
に
家
督
を
譲
り
隠
居
(1
月
28
日
)し
て
恭
吉
か
ら
雲
平
へ
と
名
を
改
め
る
。（
？
）
廃
藩
置
県
18
72
明
治
５
年
51
学
制
を
発
布
18
73
明
治
６
年
52
７
月
23
日
　
飾
東
群
松
原
村
の
松
原
八
幡
神
社
の
祠
官
と
な
り
同
神
社
の
境
内
地
に
　
　
　
　
　「
久
敬
舎
」
設
立
８
月
17
日
　
飾
磨
県
御
雇
い
に
よ
り
地
誌
提
要
取
調
べ
を
す
る
12
月
18
日
　
大
教
正
有
馬
頼
咸
よ
り
教
導
職
9級
試
補
を
申
し
付
け
ら
れ
る
18
77
明
治
10
年
56
西
南
の
戦
争
18
78
明
治
11
年
57
11
月
28
日
　
播
磨
国
神
道
事
務
分
局
副
長
担
任
と
な
る
18
79
明
治
12
年
58
18
81
明
治
14
年
60
８
月
13
日
　
内
務
省
よ
り
権
大
講
義
に
補
せ
ら
れ
る
18
84
明
治
17
年
63
９
月
17
日
　
一
等
仮
試
験
合
格
証
を
兵
庫
県
皇
典
講
究
分
所
よ
り
下
付
さ
れ
る
10
月
１
日
　
塾
舎
を
建
築
、
観
海
講
堂
落
成
18
85
明
治
18
年
64
９
月
20
日
　
神
道
管
長
稲
葉
正
邦
よ
り
大
講
義
に
補
せ
ら
れ
る
18
86
明
治
19
年
65
10
月
16
日
　
飾
東
郡
祠
官
掌
副
取
締
り
と
な
る
10
月
19
日
　
権
少
教
正
に
な
る
18
87
明
治
20
年
66
６
月
16
日
　
神
道
姫
路
分
極
内
局
顧
問
と
な
る
12
月
26
日
　
少
教
正
に
な
る
18
88
明
治
21
年
67
11
月
23
日
　
飾
東
郡
祠
官
掌
取
締
り
担
任
と
な
る
18
89
明
治
22
年
68
憲
法
発
布
18
90
明
治
23
年
69
８
月
12
日
　
兵
庫
県
皇
典
講
究
分
所
受
け
持
ち
委
員
と
な
る
教
育
勅
語
発
布
18
92
明
治
25
年
71
中
島
久
吉
へ
の
葉
書
（
数
え
17
才
）
2月
6日
18
93
明
治
26
年
72
中
島
久
吉
へ
の
葉
書
（
18
歳
）
8月
31
日
、
9月
17
日
18
94
明
治
27
年
73
日
清
戦
争
18
95
明
治
28
年
74
６
月
10
日
　
午後
9時
妻死
去（
名前
は不
明）
　1
0月
28日
　長
男亨
死去
中
島
久
吉
へ
の
葉
書
（
20
歳
）
2月
5日
、
6月
11
日
、
7月
4日
18
96
明
治
29
年
75
中島
久吉
への
葉書
（2
1歳
）2
月1
日
18
97
明
治
30
年
76
中島
正蔵
への
葉書
（2
0歳
）9
月8
日
18
98
明
治
31
年
77
１
月
１
日
　
神
職
監
理
局
姫
路
市
飾
磨
郡
分
局
長
と
な
る
１
月
11
日
　
姫
路
神
社
及
び
射
楯
兵
主
神
社
社
司
を
兼
務
す
る
18
99
明
治
32
年
78
４
月
26
日
　
射
楯
兵
主
神
社
社
司
兼
務
を
免
じ
ら
れ
る
５
月
６
日
　
観
海
講
堂
に
お
い
て
病
の
た
め
死
去
　
姫
路
瑞
松
山
景
福
寺
に
葬
ら
れ
る
　
旧
藩
主
よ
り
金
若
千
金
を
賜
る
19
00
明
治
33
年
10
月
　
観
海
講
堂
閉
校
19
15
大
正
４
年
７
月
６
日
　
節
宇
亀
山
先
生
遺
蹟
之
碑
除
幕
式
挙
行
注
）
年
齢
は
数
え
年
で
掲
載
